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効
率
的
な
組
織
の
体
制
は

柔
軟
性
が
必
要
と
感
じ
る

鎌
田　
　

忍 

議
員

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
村
長
は
、「
組

織
体
制
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

弊
害
等
も
出
て
き
て
い
る
。
３
年
ぐ
ら
い

の
ス
パ
ン
を
も
っ
て
変
え
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
お
り
ま
す
が
、
考
え
は
。

　

職
員
が
病
気
休
暇
等
の
場
合

に
業
務
の
補
完
が
困
難
で
あ
る

な
ど
、
も
っ
と
柔
軟
性
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
資
源
を

よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
体
制
が
不
可

欠
と
考
え
て
お
り
、
問
題
が
あ
る
場
合

は
、
常
に
改
編
し
て
ま
い
り
ま
す
。

部
門
別
職
員
数
の
現
状
は

　

職
員
定
数
は
、
各
部
局
か
ら
の

積
み
上
げ
を
総
務
部
門
が
査
定
し

て
決
定
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
こ
の

手
法
で
は
、
自
ら
の
存
在
の
否
定
あ
る
い

は
縮
小
を
含
む
抜
本
的
な
組
織
の
見
直
し

は
困
難
で
す
が
、
考
え
は
。

　

現
在
の
職
員
数
は
、
普
通
会

計
で
2
5
0
名
、
公
営
企
業
等

会
計
が
47
名
で
す
。
こ
れ
か
ら
職
員
数

に
つ
い
て
は
、「
第
3
次
定
員
管
理
計

画
」
と
組
織
の
編
成
と
あ
わ
せ
な
が
ら

効
率
的
な
人
員
の
配
置
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

自
治
会
の
規
模
の
見
直
し
は

　

自
治
会
の
あ
り
方
の
提
言
書
に

よ
れ
ば
、「
自
治
会
や
町
内
会
の

規
模
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
た
め

に
、
会
員
同
士
の
顔
の
見
え
る
程
度
が
望

ま
し
く
、
面
積
・
世
帯
数
を
考
慮
し
見
直

し
を
図
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
考
え
は
。

　

27
自
治
会
中
、
1,
0
0
0
人

以
上
規
模
が
20
自
治
会
で
、
比

較
的
規
模
の
大
き
い
自
治
会
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
分
離
は
、
会
員
の
総
意
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
分
離
後
は
、

主
体
性
を
も
っ
て
公
益
的
活
動
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
も
引
き

続
き
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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▲ 17年度類似団体別市町村財政指数表
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会派活動紹介 しののめ会②

◎名称の由来　 　「しののめ」は漢字で「東雲」と表し、明け方、夜明けの空、あかつき、あけぼの等の意
味です。転じて滝沢村議会にさわやかな明け方のような光をもたらすような会派でありた
いとの願いを込めて「しののめ会」と命名しました。

◎会派活動報告 　19 年度は 24 回の会派会議を実施し、様々な事案を協議決定しました。
 調査研修は 8月 28 日から 30 日にかけて北海道千歳市議会と夕張郡栗山町議会で行いまし

た。

○千歳市議会 　議会中継配信システムについて調査。
 　本会議の様子をインターネットの生中継で見れるシステムであり、議員にとって、より

高い意識が求められるものであると感じました。本村議会においても、今実験的に議会中
継を試みつつあります。

○栗山町議会 　議会基本条例、議会報告会について調査。
 　全国で初めて議会基本条例を制定した議会として名が知られ、視察要望が絶えず月に 2

回曜日を定めて視察を受け入れていて、当日も本村議会を含め 6市町村議会合同の研修で
あった。議会報告会を年 1回 3 月から 4月にかけて 12 会場で実施し、より住民に近い開
かれた議会を目指しているということであった。本年、本村議会でも村内団体との懇談会
を行う予定です。

○２０年度の調査研修予定
 　8 月 6 日から 7日にかけて、福島県三春町議会と東京都町田市議会を環境問題をテーマ

に調査研修する予定です。

構成メンバー〔左から〕
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（会計　教育民生常任副委員長）


